
は
じ
め
に

は
じ
め
に

本
石
灰
町
は
長
崎
市
中
八
〇
ヶ
町
の
一
つ
で
、
丸
山
遊
廓
を
寄
合
町
と
と
も

に
構
成
し
た
丸
山
町
と
隣
接
し
て
い
る
。
現
在
で
も
長
崎
市
本
石
灰
町
と
し
て

町
名
が
残
っ
て
お
り
、
丸
山
遊
廓
の
玄
関
口
で
あ
る
思
案
橋
を
町
域
に
含
む
地

理
上
の
特
性
か
ら
、
市
内
有
数
の
繁
華
街
と
し
て
賑
わ
う
地
域
と
し
て
も
知
ら

れ
て
き
た
。

本
石
灰
町
の
乙
名
は
、
は
じ
め
嶋
谷
家
、
藤
田
家
と
続
い
た
の
ち
、
本
山
家

が
六
代
に
わ
た
っ
て
襲
職
し
明
治
に
至
っ
た
。
藤
田
家
か
ら
本
山
家
へ
の
乙
名

継
承
の
時
期
と
し
て
は
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
成
立
の
「
惣
町
乙
名
組
頭

筆
者
日
行
使
無
役
之
者
分
限
帳
」1

ま
で
は
藤
田
家
が
勤
め
て
い
る
の
に
対
し
、

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
成
立
の
「
本
石
灰
町
船
株
帳
」2

以
降
、
本
山
家
が
連

続
し
て
勤
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
年
以
降
、
本
山
家
が
乙
名
に
就
任
し
た
可

能
性
が
高
い
。

今
回
『
長
崎
学
』
第
七
号
の
特
集
企
画
と
し
て
取
り
上
げ
る
本
石
灰
町
本
山

家
文
書3（
「
本
山
家
文
書
」と
略
記
、
以
下
同
）
全
一
、
五
二
五
件
（
一
、
六
四
八
点
）

の
内
訳
と
し
て
は
、
和
本
�
古
文
書
類
が
一
、
四
二
〇
件
（
一
、
五
四
二
点4 

）
、

古
写
真
関
連
一
〇
五
件
（
一
〇
六
点
）と
な
っ
て
い
る
（
令
和
五
年
三
月
時
点
）
。

こ
の
ほ
か
、
本
誌
扉
絵
掲
載
の
本
山
家
当
主
と
思
わ
れ
る
御
画
像
三
点
も
残
さ

れ
て
い
る
。

本
山
家
文
書
の
成
立
時
期
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
一
八
世
紀
後
期
以
降
、

お
よ
そ
一
〇
〇
年
の
間
に
集
中
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
少
数
で
は
あ
る
が
嶋
谷

家
、
藤
田
家
当
主
の
名
前
が
作
成
欄
や
宛
先
に
記
さ
れ
た
史
料
も
存
在
し
て
お

り
、
乙
名
と
し
て
の
職
務
遂
行
の
た
め
に
一
部
引
き
継
が
れ
た
と
思
わ
れ
る
史

料
も
散
見
さ
れ
る5

。

と
こ
ろ
で
、
近
世
長
崎
の
都
市
研
究
は
、
そ
れ
ま
で
町
政
の
運
営
に
深
く
携

わ
っ
た
町
乙
名
に
由
来
す
る
史
料
群
が
桶
屋
町
乙
名
を
勤
め
た
藤
家
文
書
（
約

一
七
、
七
〇
〇
点
）
、
平
戸
町
乙
名
の
石
本
家
の
旧
蔵
資
料
を
含
む
松
木
文
庫
（
約

八
〇
〇
点
）
を
除
い
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ら
に
依
拠
す
る
形
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た6

。
藤
家
文
書
に
次
ぐ

規
模
を
持
つ
と
と
も
に
、
桶
屋
町
や
平
戸
町
と
は
異
な
り
遊
廓
に
隣
接
す
る
地

理
特
性
を
持
つ
本
石
灰
町
で
乙
名
を
勤
め
た
本
山
家
文
書
は
、
近
世
長
崎
の
乙

名
を
中
心
と
し
た
都
市
運
営
の
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
群
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
た
び
、
本
山
家
文
書
の
活
用
及
び
近
世
長
崎
に
お
け
る
都
市
研
究
の
推

進
を
図
る
た
め
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
一
般
共
同
研
究
を
用
い
た
研
究
課

題
「
長
崎
市
中
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
の
研
究
資
源
化
に
向
け
た
調

査
研
究
」7

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
資

料
調
査
目
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
研
究
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
本
山
家
文
書

を
用
い
た
調
査
研
究
を
実
施
し
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
（
一
）
本
山
家
文
書
の
収
蔵
状
況
、
（
二
）
『
長
崎
市
史
』

編
修
委
員
�
福
田
忠
昭
（
一
八
七
九
～
一
九
三
〇
）
が
実
施
し
た
「
本
山
家
古

文
書
目
録
」
作
成
と
そ
の
後
の
来
歴
、
（
三
）
「
長
崎
市
中
「
本
石
灰
町
乙
名
本

山
家
文
書
」
の
研
究
資
源
化
に
向
け
た
調
査
研
究
」
の
経
過
報
告
の
三
項
目
を

中
心
と
し
て
本
山
家
文
書
の
解
題
を
行
う
。

な
お
、
本
山
家
文
書
の
来
歴
等
に
関
し
て
は
、
一
部
本
誌
掲
載
の
各
論
考
と

の
重
複
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
本
山
家
文
書
に
ま
つ

わ
る
、
本
山
家
の
歴
代
当
主
の
来
歴
及
び
主
要
な
和
本
�
古
文
書
類
に
関
す
る

【
解
題
】

【
解
題
】

本
石
灰
町
本
山
家
文
書
の
来
歴
と
史
料
調
査
事
業
に
つ
い
て

本
石
灰
町
本
山
家
文
書
の
来
歴
と
史
料
調
査
事
業
に
つ
い
て

藤
本　

健
太
郎

藤
本　

健
太
郎
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考
察
に
つ
い
て
は
木
村
直
樹
氏
、
古
写
真
に
つ
い
て
は
谷
昭
佳
氏
が
詳
述
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
ち
ら
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
一
）
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
の
収
蔵
状
況

（
一
）
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
の
収
蔵
状
況

本
山
家
は
最
後
の
本
石
灰
町
乙
名
を
勤
め
た
本
山
騰
十
郎
（
一
八
三
七
～

一
九
一
一
）
、
そ
の
子
の
本
山
和
雄
（
一
八
七
八
～
一
九
三
七
）
が
そ
れ
ぞ
れ

長
崎
市
会
議
員
を
勤
め
る
な
ど
、
明
治
期
以
降
も
長
崎
市
内
に
在
住
し
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
福
田
忠
昭
に
よ
る
調
査
の
時
点

で
「
積
ン
デ
数
千
」8

と
も
さ
れ
る
膨
大
な
史
料
群
を
自
邸
に
保
管
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
戦
後
に
至
っ
て
一
部
史
料
の
古
書
市
場
へ
の
売
立
が
認
め
ら
れ
る

が
、
結
果
と
し
て
は
お
よ
そ
九
一
四
件
（
九
一
五
点
）
が
散
逸
を
免
れ
た
。
加

え
て
、
一
度
散
逸
し
た
史
料
に
つ
い
て
も
、
六
一
一
件
（
七
三
三
点
）
が
数
度

に
わ
た
っ
て
大
学
等
の
研
究
機
関
に
よ
っ
て
買
い
戻
さ
れ
る
な
ど
し
て
現
存
す

る
に
至
っ
た
。

本
山
家
文
書
は
大
正
期
以
降
、
少
な
く
と
も
五
通
り
の
道
筋
を
た
ど
っ
て
現

在
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
及
び
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
二
機
関
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
本
稿
に
関
す
る
理
解
の
手
助
け
と
し
て
本
山
家
文
書
の
来
歴
【
図

一
】
、
本
石
灰
町
本
山
家
歴
代
当
主
乙
名
在
職
一
覧
表
【
表
一
】
を
作
成
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
参
照
さ
れ
た
い
。

①
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

①
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

〇
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
寄
託
史
料

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
に
現
所
蔵
者
の
松
浦
功
氏
（
本
山
和
雄
の
孫
に

あ
た
る
）
に
よ
っ
て
寄
託
。
古
写
真
な
ど
を
含
め
て
九
一
四
件
（
九
一
五
点
）
。

盗
賊
方
鑑
札
、
本
山
家
歴
代
当
主
御
画
像
、
本
石
灰
町
人
別
改
な
ど
を
含
ん

で
い
る
。

〇
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
購
入
史
料

平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
購
入
。
四
四
四
件

（
四
六
四
点
）
。

代
銀
受
領
証
な
ど
経
理
書
類
が
多
く
を
占
め
る
が
、
長
崎
奉
行
の
接
遇
に
関

す
る
も
の
や
、
借
銀
出
入
、
箇
所
及
び
家
屋
敷
の
売
買
、
紛
失
物
の
届
出
な
ど

の
証
文
類
も
含
ま
れ
て
い
る
。
イ
カ
ル
ス
号
事
件
の
犯
人
と
さ
れ
た
金
子
才
吉

の
探
索
に
関
す
る
史
料9

は
断
片
的
で
あ
る
も
の
の
好
個
。

購
入
分
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
て
、
特
殊
蒐
書
「
長
崎
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
と
し
て
情
報

公
開
さ
れ
て
い
る10

。

②
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

②
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

〇
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
寄
贈
史
料

受
入
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
「
本
山
和
雄
氏
寄
贈
」
と
の
ゴ
ム
印
が
押
さ
れ

て
い
る
。
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
三
月
末
時
点
の
収
蔵
資
料
を
採
録
し
た

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
編
『
郷
土
志
料
目
録
』
で
は
収
蔵
が
確
認
で
き
な
い
た

め
、
本
山
和
雄
が
死
去
す
る
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
ま
で
の
間
に
長
崎
県

立
長
崎
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
同
館
が
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
に
前
年
三
月
末
時
点
の
収
蔵

資
料
を
採
録
し
た
『
郷
土
資
料
目
録
』
で
は
、
多
く
が
「
本
山
文
書
」
と
い
う

名
称
で
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が11

、
一
部
「
本
山
文
庫
」
の
名
称
が

付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
存
在
す
る12

。
五
四
件
（
一
五
六
点
）
。

乙
名
と
し
て
の
業
務
記
録
に
関
す
る
「
日
用
雑
記
」
な
ど
と
題
さ
れ
た
簿
冊
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【図 1】　本山家文書の来歴
令和 5年 3月 31 日時点

本山家（長崎市中本石灰町乙名の家系）
当主：本山　和雄（大正 9年時）、松浦　功 氏（令和 5年現在）

福田　忠昭 氏
（長崎市史編修委員）

長崎県立長崎図書館

長崎歴史文化博物館
167 件（269 点）

売立

長崎市長崎学研究所

東京大学史料編纂所
1,358 件（1,379 点）

→ 51 件（51 点）。
　 『長崎市史』編纂事業の
過程で、本山和雄と福田
忠昭の交友関係が縁とな
り、福田が史料調査を実
施（大正 9年以降）

　 福田の死去により一部未
返却となったもの

→ 54 件（156 点）。
　 本山和雄が長崎県
立長崎図書館に寄
贈（時期不詳）

　 その多くが「本山
文書」の名称で収
蔵されているが、
一部「本山文書」
の名称が付されて
いないものも存在

→点数不詳。
　 松浦功氏によると「戦後の
混乱期に一部箪笥等の売立
が行われ、散逸した可能性
がある」とのこと

　（令和 2年 1月、藤本聞取）

→  62件（62点）。
長崎市長崎
学研究所が
「本石灰町乙
名本山家文
書」として
購入

　（ 平成 31年及
び令和 2年）

→ 444 件
　（464 点）。
　東京大学
　史料編纂所が
　購入
　（平成 18 年）

→  914 件
　（ 915 点、
　  うち古写 真

関連106点）
　 現当主の松
浦功氏が東
京大学史料
編纂所に寄
託（平成 20
年）

→福田の四女にあたる福田
てい子から長崎県立長崎図
書館が購入（昭和 59 年）
「福田文庫」の文庫名で一
括して収蔵

→ 長崎歴史文化博物
館の開館にともな
い、長崎県立長崎
図書館の郷土資料
を移管

　（平成 17年 11月） → 長崎市所蔵史料
として管理を依頼

　（ 平成 31 年及び
令和 3年）
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【
表

1
】
　
本
石
灰
町
本
山
家
歴
代
当
主
乙
名
在
職
一
覧
表

和
暦

西
暦

倫
由

（
重
兵
衛
、
重
蔵
、

重
左
衛
門
）

倫
□

（
信
右
衛
門
、

幾
右
衛
門
）

倫
長

（
重
野
右
衛
門
、
重

蔵
）

美
矩

（
重

太
夫

、
騰

之
丞

、
重
之
丞
）

美
郷

（
重
兵
衛
、

重
之
丞
、
邦
松
）

美
利

（
騰
十
郎
、

騰
之
丞
）

別
家

出
典

延
享
元

1
7
4
4

表
筆
者

延
享

2
1
7
4
5

延
享

3
1
7
4
6

延
享

4
1
7
4
7

藤
田
平
三
郎

長
崎
歴
博
（
県
）
テ

1
4
 
1
7
1

寛
延
元

1
7
4
8

寛
延

2
1
7
4
9

寛
延

3
1
7
5
0

宝
暦
元

1
7
5
1

宝
暦

2
1
7
5
2

宝
暦

3
1
7
5
3

藤
田
平
左
衛
門

長
崎
歴
博
（
県
）
1
4
 
2
7
0
-
3

宝
暦

4
1
7
5
4

就
5
7
、
重
兵
衛

長
崎
歴
博
（
県
）
テ

1
7
 
5
2

宝
暦

5
1
7
5
5

重
兵
衛

森
永

1
9
7
8
、
長
崎
歴
博
（
県
）
テ

1
4
 
1
2
2

宝
暦

6
1
7
5
6

宝
暦

7
1
7
5
7

宝
暦

8
1
7
5
8

宝
暦

9
1
7
5
9

重
兵
衛

森
永

1
9
7
8

宝
暦

1
0

1
7
6
0

宝
暦

1
1

1
7
6
1

宝
暦

1
2

1
7
6
2

宝
暦

1
3

1
7
6
3

明
和
元

1
7
6
4

重
左
衛
門

森
永

1
9
7
8

明
和

2
1
7
6
5

明
和

3
1
7
6
6

明
和

4
1
7
6
7

明
和

5
1
7
6
8

明
和

6
1
7
6
9

重
左
衛
門

森
永

1
9
7
8

明
和

7
1
7
7
0

明
和

8
1
7
7
1

安
永
元

1
7
7
2

安
永

2
1
7
7
3

退
7
6

就
5
8

安
永

3
1
7
7
4

退
59、

信
右
衛
門

就
3
8

森
永

1
9
7
8
、
長
崎
歴
博
（
県
）
テ

1
4
 
3
2

安
永

4
1
7
7
5

重
野
右
衛
門

長
崎
歴
博
（
県
）
1
4
 
2
7
3
-
2

安
永

5
1
7
7
6

重
野
右
衛
門

長
崎
歴
博
（
県
）
テ

1
4
 
3
8

安
永

6
1
7
7
7

安
永

7
1
7
7
8

重
野
右
衛
門

東
大
史
料
（
託
）
1
6
、
1
7

安
永

8
1
7
7
9

安
永

9
1
7
8
0

重
野
右
衛
門

東
大
史
料
（
託
）
9
、
2
2
、
2
1
6

天
明
元

1
7
8
1

天
明

2
1
7
8
2

重
野
右
衛
門

東
大
史
料
（
託
）
2
3

天
明

3
1
7
8
3

重
野
右
衛
門

長
崎
歴
博
（
県
）
テ

1
4
 
1
6
7

天
明

4
1
7
8
4

重
野
右
衛
門

東
大
史
料
（
託
）
2
1

天
明

5
1
7
8
5

重
野
右
衛
門

長
崎
歴
博
（
県
）
テ

1
4
 
1
6
4
、
東
大
史
料
（
託
）
2
0

天
明

6
1
7
8
6

重
野
右
衛
門

長
崎
歴
博
（
県
）
1
4
 
2
7
1
-
5
 
2

天
明

7
1
7
8
7

重
野
右
衛
門

長
崎
歴
博
（
県
）
1
4
 
1
3
2
-
2
 
1
「
長
崎
諸
役
人
寺
社
山
伏
　
天
明

7
年
未
正
月
吉
日
」

天
明

8
1
7
8
8

騰
之
丞

森
永

1
9
7
8

寛
政
元

1
7
8
9

重
野
右
衛
門

東
大
史
料
（
託
）
1
0

寛
政

2
1
7
9
0

重
野
右
衛
門

寛
政

3
1
7
9
1

重
野
右
衛
門

森
永

1
9
7
8
、
東
大
史
料
（
託
）
1
1
、
1
2

寛
政

4
1
7
9
2

重
野
右
衛
門

東
大
史
料
（
託
）
1
3

寛
政

5
1
7
9
3

重
野
右
衛
門

東
大
史
料
（
託
）
3
8

寛
政

6
1
7
9
4

退
5
8

就
2
6
、
騰
之
丞

森
永

1
9
7
8
、
東
大
史
料
（
託
）
1
4
、
1
5

寛
政

7
1
7
9
5

騰
之
丞

森
永

1
9
7
8
、
東
大
史
料
（
託
）
8
、
1
9

寛
政

8
1
7
9
6

騰
之
丞

森
永

1
9
7
8
、
長
崎
歴
博
（
県
）
1
4
 
2
7
1
-
5
 
2

寛
政

9
1
7
9
7

騰
之
丞

東
大
史
料
（
託
）
7

寛
政

1
0

1
7
9
8

騰
之
丞

東
大
史
料
（
託
）
6

寛
政

1
1

1
7
9
9

寛
政

1
2

1
8
0
0

享
和
元

1
8
0
1

騰
之
丞

森
永

1
9
7
8

享
和

2
1
8
0
2

享
和

3
1
8
0
3

騰
之
丞

長
崎
歴
博
（
市
）
市
学

4
0

文
化
元

1
8
0
4

騰
之
丞

東
大
史
料
（
託
）
3

文
化

2
1
8
0
5

騰
之
丞

森
永

1
9
7
8

文
化

3
1
8
0
6

騰
之
丞

東
大
史
料
（
託
）
3
6
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和
暦

西
暦

倫
由

（
重
兵
衛
、
重
蔵
、

重
左
衛
門
）

倫
□

（
信
右
衛
門
、

幾
右
衛
門
）

倫
長

（
重
野
右
衛
門
、
重

蔵
）

美
矩

（
重

太
夫

、
騰

之
丞

、
重
之
丞
）

美
郷

（
重
兵
衛
、

重
之
丞
、
邦
松
）

美
利

（
騰
十
郎
、

騰
之
丞
）

別
家

出
典

文
化

4
1
8
0
7

文
化

5
1
8
0
8

重
太
夫

東
大
史
料
（
託
）
1
1
6

文
化

6
1
8
0
9

文
化

7
1
8
1
0

騰
之
丞

長
崎
歴
博
（
市
）
市
学

3
2

文
化

8
1
8
1
1

文
化

9
1
8
1
2

重
兵
衛

森
永

1
9
7
8

文
化

1
0

1
8
1
3

文
化

1
1

1
8
1
4

重
兵
衛

長
崎
歴
博
（
県
）
1
3
 
5
9
8
、
東
大
史
料
（
託
）
1
1
2

文
化

1
2

1
8
1
5

重
兵
衛

東
大
史
料
（
託
）
1
1
3

文
化

1
3

1
8
1
6

重
兵
衛

東
大
史
料
（
託
）
1
1
4

文
化

1
4

1
8
1
7

文
政
元

1
8
1
8

邦
松
ヵ

今
井
善
左
衛
門

邦
松

は
代

乙
名
、
「

文
政

元
戊

寅
年
　

長
崎

地
役

人
名

前
」

東
京

大
学

附
属

図
書

館
南

葵
文
庫

文
政

2
1
8
1
9

文
政

3
1
8
2
0

重
兵
衛

長
崎
歴
博
（
県
）
ヘ

1
4
 
3
1
5
「
長
崎
役
人
分
限
帳
　
文
政

3
年
辰

6
月
改
正
」

文
政

4
1
8
2
1

重
左
衛
門

長
崎
歴
博
（
県
）
1
3
 
4
8
7
4
-
9

文
政

5
1
8
2
2

文
政

6
1
8
2
3

文
政

7
1
8
2
4

文
政

8
1
8
2
5

文
政

9
1
8
2
6

5
6

文
政

1
0

1
8
2
7

重
之
丞

長
崎
歴
博
（
県
）
テ

1
4
 
1
3
7

文
政

1
1

1
8
2
8

文
政

1
2

1
8
2
9

天
保
元

1
8
3
0

重
之
丞

長
崎
歴
博
（
市
）
高
木

1
8
0
-
3
、
長
崎
歴
博
（
市
）
高
木

1
9
0
-
1

天
保

2
1
8
3
1

天
保

3
1
8
3
2

天
保

4
1
8
3
3

重
之
丞

森
永

1
9
7
8

天
保

5
1
8
3
4

重
之
丞

東
大
史
料
（
託
）
2
4
4

天
保

6
1
8
3
5

天
保

7
1
8
3
6

重
之
丞

長
崎
歴
博
（
県
）
市
学

2
9

天
保

8
1
8
3
7

重
之
丞

森
永

1
9
7
8

天
保

9
1
8
3
8

重
之
丞

西
村
恒
太
郎

西
村
は
代
乙
名
、
東
大
史
料
（
託
）
1
2
0
、
長
崎
歴
博
（
県
）
1
4
 
2
8
5
-
1

天
保

1
0

1
8
3
9

中
尾
与
三
郎

中
尾
は
代
乙
名
、
長
崎
歴
博

（
県
）
テ

1
4
 
5
8

天
保

1
1

1
8
4
0

重
之
丞

東
大
史
料
（
託
）
1
2
1
、
1
2
2
、
長
崎
歴
博
（
県
）
1
4
 
2
8
1
-
4

天
保

1
2

1
8
4
1

重
之
丞

東
大
史
料
（
託
）
1
1
5
、
越
中

1
9
8
5

天
保

1
3

1
8
4
2

重
之
丞

東
大
史
料
（
託
）
1
1
7

天
保

1
4

1
8
4
3

重
之
丞

東
大
史
料
（
託
）
1
1
8

弘
化
元

1
8
4
4

重
之
丞

東
大
史
料
（
託
）
1
1
9

弘
化

2
1
8
4
5

重
之
丞

東
大
史
料
（
託
）
1
2
2

弘
化

3
1
8
4
6

重
之
丞

福
重

福
重
は
代
乙
名
、
東
大
史
料
（
託
）
1
2
3
、
長
崎
歴
博
（
県
）
テ

1
4
 
1
9
6

弘
化

4
1
8
4
7

福
重

福
重
は
代
乙
名
、
東
大
史
料
（
託
）
1
2
4
、
森
永

1
9
7
8

嘉
永
元

1
8
4
8

重
之
進

東
大
史
料
（
託
）
1
2
7

嘉
永

2
1
8
4
9

重
之
進

東
大
史
料
（
託
）
5
-
1
、
1
2
8
、
森
永

1
9
7
8

嘉
永

3
1
8
5
0

重
之
進

東
大
史
料
（
託
）
1
2
9
、
森
永

1
9
7
8

嘉
永

4
1
8
5
1

重
之
進

東
大
史
料
（
託
）
1
3
0
、
森
永

1
9
7
8

嘉
永

5
1
8
5
2

嘉
永

6
1
8
5
3

重
之
進

東
大
史
料
（
託
）
1
3
1

安
政
元

1
8
5
4

重
之
進

東
大
史
料
（
託
）
1
2
6

安
政

2
1
8
5
5

重
之
進

森
永

1
9
7
8

安
政

3
1
8
5
6

重
之
進

東
大
史
料
（
託
）
1
2
5
、
森
永

1
9
7
8

安
政

4
1
8
5
7

安
政

5
1
8
5
8

重
之
進

森
永

1
9
7
8

安
政

6
1
8
5
9

退
5
1

就
2
3

越
中

1
9
8
5

万
延
元

1
8
6
0

騰
之
丞

長
崎
歴
博
（
県
）
13 

602-1、
長
崎
歴
博
（
県
）
13 

602-3、
長
崎
歴
博
（
県
）
13 

602-
4

文
久
元

1
8
6
1

騰
之
丞

森
永

1
9
7
8

文
久

2
1
8
6
2

5
4

文
久

3
1
8
6
3

元
治
元

1
8
6
4

慶
応
元

1
8
6
5

慶
応

2
1
8
6
6

騰
之
丞

長
崎
歴
博
（
県
）
1
3
 
1
3
9
2
 

慶
応

3
1
8
6
7

明
治
元

1
8
6
8

退
3
2

鶴
田
嘉
兵
太

石
尾

1
9
9
7

明
治

2
1
8
6
9

鶴
田
嘉
兵
太

石
尾

1
9
9
7

明
治

3
1
8
7
0

鶴
田
嘉
兵
太

石
尾

1
9
9
7
、
長
崎
歴
博
（
県
）
1
6
0
-
1
7

※
 「

本
石
灰
町
本
山
家
歴
代
当
主
乙

名
在
職
一
覧
表
」
の
見
方
に
つ
い

て

（
1）

 本
山

家
歴

代
当

主
の

在
職

一

覧
に

つ
い

て
、

各
当

主
ご

と

に
記

述
欄

を
設

け
た

上
で

以

下
の
と
お
り
色
分
け
し
た

　
　
 ①
黄
色
…
乙
名
、
②
水
色
…
代

乙
名
若
し
く
は
乙
名
見
習
、
③

緑
色
…
表
筆
者
（
乙
名
就
任
以

前
に
本
山
家
当
主
が
務
め
た
役

職
）

（
2）

 表
中

の
各

当
主

欄
に

記
さ

れ

て
い

る
数

字
は

齢
（

数
え

）、

「
就

」
は

乙
名

就
任
、「

退
」

は
乙
名
退
任
を
意
味
す
る

（
3）

 表
中
の
各
当
主
欄
に
記
さ
れ
て

い
る
人
名
は
本
山
家
当
主
が
当

時
名
乗
っ
て
い
た
通
称
を
意
味

す
る
。
空
欄
は
現
時
点
で
通
称

が
特
定
で
き
て
い
な
い
も
の

（
4）

 
「

別
家

」
欄

は
、

本
石

灰
町

乙

名
職

を
本

山
家

以
外

の
人

物

が
務

め
た

こ
と

が
確

認
で

き

た
場
合
に
限
り
記
載
し
た

（
5）

 
【
表
一
】
作
成
に
あ
た
り
引
用
し

た
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
と
お
り
略
記
し
た
。
森
永

1978（
長

崎
文

献
社
、
1978）

…「
森
永

1978」、越
中

1985（
長

崎
歴
史
文
化
協
会
、
1985）

…

「
越
中

1985」、
石
尾

1997（
長

崎
県
立
長
崎
南
高
等
学
校
紀
要

『
崎
陽
』
第

30
号
、
1997）

…

「
石
尾

1997」
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七
点
が
含
ま
れ
て
お
り
、
町
政
を
知
る
上
で
貴
重
。
書
状
に
つ
い
て
は
親
族
と

の
消
息
連
絡
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
が
、
小
倉
藩
と
の
館
入
関

係
や
、
乙
名
加
役
の
う
ち
盗
賊
方
に
属
す
る
内
容
の
史
料
も
散
見
さ
れ
る
。

〇
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
購
入
史
料

昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
に
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
が
福
田
忠
昭
の
子
で

あ
る
福
田
て
い
子
氏
か
ら
購
入
し
た
福
田
文
庫
の
一
部
。

本
山
家
関
係
者
が
作
成
も
し
く
は
宛
先
に
記
入
さ
れ
て
い
る
史
料
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
五
一
件
（
五
一
点
）
が
該
当
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
も
本
石
灰

町
に
由
来
す
る
史
料
と
判
断
し
た
。
人
別
送
り
状
、
借
銀
出
入
、
箇
所
及
び
家

屋
敷
の
売
買
な
ど
の
証
文
類
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

〇
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
購
入
史
料

平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
及
び
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
八
月
に
長

崎
市
長
崎
学
研
究
所
が
購
入
。
六
二
件
（
六
二
点
）
。

本
石
灰
町
内
で
起
こ
っ
た
喧
嘩
�
傷
害
と
い
っ
た
騒
動
の
対
処
や
、
家
屋
敷

の
借
用
証
文
、
本
石
灰
町
の
町
人
が
被
告
と
な
っ
た
貸
銀
等
の
返
済
に
関
す
る

訴
訟
書
類
な
ど
乙
名
の
職
務
に
属
す
る
史
料
、
丸
山
遊
郭
の
遊
女
屋
の
開
業
届

や
長
崎
市
中
を
出
入
り
す
る
香
具
師
の
取
締
、
銅
座
跡
の
塵
芥
捨
場
の
移
転
、

出
島
立
入
願
と
い
っ
た
乙
名
加
役
（
盗
賊
掛
吟
味
方
、
旅
人
改
方
及
び
銅
座
跡

支
配
掛
）
の
職
務
に
属
す
る
史
料
、
本
山
家
の
当
主
に
支
給
さ
れ
た
受
用
銀
の

明
細
書
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
大
正
一
〇
年
の
「
本
山
家
古
文
書
目
録
」
作
成
と
そ
の
後
の
来
歴

（
二
）
大
正
一
〇
年
の
「
本
山
家
古
文
書
目
録
」
作
成
と
そ
の
後
の
来
歴

も
と
は
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
「
本
石
灰
町
本
山
家
文
書
」で
あ
る
が
、

い
つ
の
時
点
で
散
逸
し
、
結
果
と
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
長
崎
歴
史
文

化
博
物
館
の
二
機
関
に
収
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
連
の
経
緯
を
把
握
す
る
上
で
重
要
な
史
料
が
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収

蔵
の
「
編
修
餘
録
」
、
「
回
想
録13

」
と
題
さ
れ
た
日
記
二
点
で
あ
る
。
著
者
の
福

田
忠
昭
は
長
崎
市
内
の
尋
常
小
学
校
教
諭
や
校
長
を
勤
め
る
か
た
わ
ら
『
振
遠

隊
』
、
『
長
崎
県
人
物
伝
』
な
ど
の
著
作
で
も
知
ら
れ
た
。

こ
こ
か
ら
は
福
田
の
「
編
修
餘
録
」
に
依
拠
し
な
が
ら
、
散
逸
す
る
以
前
の

本
山
家
文
書
の
収
蔵
形
態
の
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
来

歴
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
の
追
跡
を
試
み
た
い
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
以
降
、
歴
史
史
料
の
散
逸
防
止
を
訴
え
て
自
ら
新

聞
誌
上
を
通
じ
て
企
画
立
案
し
た
『
長
崎
市
史
』
編
修
委
員
と
し
て
、
自
治
体

史
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
た
福
田
は
『
長
崎
市
史
』
地
誌
編
の
担
当
と
し
て
、

市
内
の
神
社
仏
閣
及
び
旧
家
を
対
象
と
す
る
史
料
調
査
事
業
に
従
事
し
て
い

た
。そ

の
過
程
に
お
い
て
、
福
田
が
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
月
か
ら
翌
年
四

月
ま
で
の
期
間
、
史
料
調
査
に
あ
た
っ
た
訪
問
先
が
本
山
家
で
あ
っ
た
。

大
正
九
年
一
月
一
七
日
、
福
田
は
以
下
の
よ
う
な
書
状
を
発
送
し
た
。

【
史
料
一
】
「
編
修
餘
録
」
大
正
九
年
一
月
一
七
日
条

　

市
史
材
料
蒐
収
ノ
為
メ
、
左
記
ヘ
発
状
―
十
九
日
訪
問
ス
ベ
シ
―

　

一
、
貴
家
と
三
宝
寺
と
の
関
係
承
り
度
候

　

一
、
貴
家
御
珍
蔵
文
書
器
具
類
拝
見
致
度
候
也

　
　
　
　
　
　

以
上　

本
山
和
雄
氏
へ
（
本
石
灰
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
）

宛
先
は
三
宝
寺
の
中
興
開
山
を
輩
出
し
た
経
歴
を
持
つ
本
山
家
の
当
主
�
本

－ 56 －



山
和
雄
で
あ
る
。『
長
崎
市
史
』
地
誌
編
の
担
当
と
し
て
多
忙
を
極
め
て
い
た
福

田
に
と
っ
て
、
こ
の
時
点
で
は
「
貴
家
と
三
宝
寺
と
の
関
係
」
を
聞
き
取
り
調

査
す
る
こ
と
が
本
山
家
訪
問
の
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
、
右
に
加
え
て
福
田
が
本
山
に
依
頼
し
た
項
目
が
「
貴
家
御
珍
蔵
文

書
器
具
類
拝
見
致
度
」
、
つ
ま
り
本
山
家
文
書
の
史
料
調
査
に
関
す
る
内
容
で

あ
っ
た
。

そ
の
後
、
福
田
は
一
月
二
〇
日
に
本
山
家
を
訪
問
。
同
日
付
の
日
記
で
は
当

時
の
収
蔵
状
況
が
詳
細
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
二
】
「
編
修
餘
録
」
大
正
九
年
一
月
二
〇
日
条

　

 

本
山
君
訪
問　

同
家
ハ
本
石
灰
町
乙
名
ニ
テ
、
家
屋
敷
ヨ
リ
家
財
一
切
移
動

セ
ズ
厳
ト
シ
テ
今
日
ニ
至
レ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
本
日
ハ
左
ニ
付
調
査
セ
ン
ト

セ
リ

　

一
、
三
宝
寺
ト
ノ
関
係

　

二
、
本
山
家
文
書

　

 

三
宝
寺
ト
ノ
関
係
ニ
ツ
キ
テ
ハ
、
別
ニ
何
等
聞
ク
ヲ
得
ザ
リ
キ
、
唯
中
興
開

山
受
山
和
尚
ハ
同
家
ヨ
リ
出
デ
タ
リ
ト
テ
位
牌
及
系
図
ヲ
示
サ
ル

　

 

同
家
文
書
ハ
積
ン
デ
数
千
、
乙
名
ニ
関
ス
ル
資
料
ト
シ
テ
ハ
実
ニ
稀
有
ニ
属

ス
、
冊
子
ア
リ
、
届
ア
リ
、
信
書
ア
リ
、
乙
名
ノ
職
掌
ヨ
リ
、
唐
蘭
貿
易
ヨ

リ
、
人
事
ニ
及
ビ
、
小
櫃
二
杯
ア
リ
、
此
ノ
他

　

軸
物　

岸
駒
、
狩
野
、
土
佐
、
長
崎
南
画
ニ
及
ビ
時
価
四
千
円
位
ア
リ

　

陶
器　

唐
渡
リ
諸
器
、
二
階
（
庫
倉
）
ニ
充
満
シ

　

 

印
籠
（
泉
正
英
刻
）　

茶
器　

刀
剣
等
皆
能
ク
一
ニ
シ
テ
弐
参
百
金
ニ
値
ス

ル
モ
ノ
甚
ダ
多
シ
（
同
氏
ハ
贅
沢
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
之
ヲ
売
却
セ
ン
ト
ス
）

　

三
宝
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
興
開
山
で
あ
る
受
山
和
尚
と
の
縁
戚
関

係
を
示
し
た
位
牌
及
び
系
図
の
提
示
を
受
け
る
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
福
田
自
身
が
「
乙
名
ニ
関
ス
ル
資
料
ト
シ
テ
ハ
実
ニ
稀
有
」
と
ま
で
評
価

し
て
い
る
よ
う
に
本
山
家
文
書
と
の
出
会
い
は
研
究
上
の
大
き
な
収
穫
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

加
え
て
、
福
田
が
数
千
点
に
も
及
ぶ
史
料
群
の
性
格
と
し
て
述
べ
て
い
る
乙

名
の
職
掌
、
唐
蘭
貿
易
、
人
事
と
い
っ
た
内
容
は
、
現
在
の
本
山
家
文
書
の
特

徴
と
も
一
致
し
て
お
り
興
味
深
い
。

ま
た
、
器
物
類
と
し
て
軸
物
や
茶
道
具
を
は
じ
め
と
す
る
美
術
品
や
、
刀
剣

な
ど
が
多
数
、
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
た
だ
し
「
贅
沢
ニ

属
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
之
ヲ
売
却
セ
ン
ト
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
正
九
年
時
に
は

す
で
に
器
物
類
の
売
却
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

と
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
本
石
灰
町
本
山
家
文
書
」
に

は
ほ
と
ん
ど
の
器
物
類
が
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
後
年
の
い
ず
れ
か
の

段
階
で
売
立
の
対
象
と
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
本
山
家
文
書
と
出
会
っ
た
福
田
で
あ
っ
た
が
、
翌
二
一
日
、
三
宝

寺
で
調
査
に
あ
た
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
山
家
か
ら
一
箱
の
古
記
録
が
送
ら
れ

て
き
た
。
そ
の
た
め
福
田
は
同
月
中
を
費
や
し
て
史
料
整
理
に
勤
し
む
こ
と
に

な
っ
た
と
記
し
て
い
る14

。

所
蔵
す
る
古
文
書
史
料
を
福
田
に
送
付
し
て
整
理
を
託
す
る
と
い
う
本
山
の

行
動
か
ら
は
、
福
田
と
本
山
と
の
間
で
深
い
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
様
子

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
編
修
餘
録
」
か
ら
は
両
人
の
緊
密
な
関
係

を
示
す
記
述
も
確
認
で
き
る
。

【
史
料
三
】
「
編
修
餘
録
」
大
正
九
年
三
月
一
七
日
条

十
七
日
（
雨
）　

市
役
所
出
頭
ノ
後
、
本
山
氏
訪
問

　

本
山
家
記
録　

松
浦
家
記
録　

七
点
ヲ
借
入
ル
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右
ハ
秘
記
ニ
シ
テ
他
見
ヲ
禁
ジ
（
絶
対
ニ
）
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
キ
、
余
ハ
本

山
和
雄
氏
ト
ハ
小
島
校
々
長
時
代
ニ
同
氏
ハ
同
校
保
護
会
副
会
長
タ
リ
シ

ヲ
以
テ
知
己
ト
ナ
レ
リ
、
為
ニ
松
浦
東
渓
伝
モ
判
明
シ
タ
リ
、
今
日
ハ
同

家
々
蔵
古
文
書
中
借
用
シ
度
キ
分
ア
リ
シ
為
メ
、
雨
ヲ
冒
シ
テ
同
氏
ヲ
訪

ヒ
借
用
シ
タ
リ
、
夜
ニ
入
リ
テ
帰
ル
（
高
島
訪
問
）

福
田
が
小
島
尋
常
小
学
校
校
長
を
勤
め
て
い
た
当
時
、
本
山
は
同
校
の
保
護

者
会
副
会
長
を
務
め
て
お
り
、
以
前
か
ら
知
己
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

に
本
山
は
福
田
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
秘
記
ニ
シ
テ
他
見
ヲ
禁
ジ
」
ら
れ
て
い

た
史
料
群
の
閲
覧
及
び
調
査
を
許
諾
し
た
と
い
う
。
一
連
の
史
料
調
査
の
過
程

で
福
田
は
「
長
崎
古
今
集
覧
」
の
編
者
で
あ
っ
た
松
浦
東
渓
の
史
料
を
本
山
が

所
有
し
て
い
る
こ
と
に
関
心
を
示
し
、
古
文
書
の
借
用
に
赴
い
て
い
る15

。

こ
う
し
て
福
田
は
本
山
か
ら
預
か
っ
た
史
料
の
目
録
作
成
に
着
手
し
た
が
、

市
史
編
纂
業
務
の
多
忙
も
手
伝
っ
て
作
業
に
一
年
あ
ま
り
の
時
間
を
要
し
た
。

「
本
山
家
古
文
書
目
録
」
と
し
て
一
応
の
完
成
を
み
た
の
は
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
四
月
二
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た16

。
目
録
は
複
製
と
あ
わ
せ
て
三

冊
を
製
本
し
、
本
山
家
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
に
献
本
さ
れ
た
と
い
う
。
う

ち
一
冊
は
現
在
、
福
田
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る17

。
本
山
家
文
書
の
収
蔵
状
況

を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
史
料
と
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
参
考
史
料
と
し
て

本
稿
の
文
末
に
全
文
の
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

た
だ
し
、
続
く
四
月
二
七
日
条
に
は
「
本
山
和
雄
君
ヲ
訪
ヒ
目
録
調
製
延
期

ノ
理
由
ヲ
謝
シ
、
未
済
ノ
分
ハ
追
テ
更
ニ
調
製
ス
ベ
ク
約
シ
テ
宝
輪
寺
ヲ
訪

フ
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
一
部
未
整
理
の
史
料
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
「
本
山
家
古
文
書
目
録
」
に
採
録
さ
れ
て
い
る
「
八
二
種
百
弐
拾
五
点18

」

の
史
料
は
本
山
家
へ
返
却
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館

寄
贈
史
料
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
も
福
田
に
よ
る
未
整
理
史
料
の

目
録
作
成
が
進
め
ら
れ
る
過
程
で
、
彼
が
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
死
去
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
部
が
未
返
却
の
ま
ま
、
昭
和
五
九
年
に
福
田
文
庫
と
し

て
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
上
で
大
正
一
〇
年
以
降
、
本
山
家
文
書
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
お

き
た
い
。
当
時
の
所
蔵
者
で
あ
っ
た
本
山
和
雄
に
よ
っ
て
、
乙
名
と
し
て
の
業

務
に
関
す
る
簿
冊
や
日
記
な
ど
五
四
件
（
一
五
六
点
）
が
昭
和
一
二
年
ま
で
の

間
に
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
本
山
に
よ
る
寄
贈
の
動
き
に

は
、
福
田
に
よ
る
史
料
調
査
に
よ
っ
て
、
自
邸
で
保
管
す
る
本
山
家
文
書
の
研

究
上
の
価
値
を
本
山
が
認
識
し
て
い
た
背
景
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
山

に
よ
る
一
部
史
料
の
寄
贈
に
よ
っ
て
散
逸
が
一
定
程
度
防
が
れ
た
点
は
指
摘
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
福
田
の
手
に
よ
っ
て

大
正
一
〇
年
当
時
の
本
山
家
文
書
の
概
要
把
握
が
行
わ
れ
「
本
山
家
古
文
書
目

録
」
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

そ
の
後
、
戦
後
に
至
っ
て
本
山
家
で
は
箪
笥
な
ど
什
器
の
売
立
が
行
わ
れ
、

そ
の
際
に
収
納
さ
れ
て
い
た
古
文
書
が
市
場
に
流
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
う

ち
、
平
成
一
八
年
に
は
四
四
四
件
（
四
六
四
点
）
に
も
及
ぶ
本
山
家
文
書
が
売

立
に
出
さ
れ
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
購
入
し
た
。

本
山
和
雄
の
死
後
、
本
山
家
の
資
産
は
和
雄
の
子
で
長
崎
市
内
に
お
い
て
開

業
医
を
営
ん
だ
本
山
重
雄
に
引
き
継
が
れ
た
。
現
所
蔵
者
は
重
雄
の
甥
に
あ
た

る
松
浦
功
氏
で
あ
る
。
そ
し
て
平
成
二
〇
年
、
松
浦
氏
に
よ
っ
て
本
山
家
の
旧

邸
宅
で
保
管
さ
れ
て
い
た
史
料
九
一
四
件
（
九
一
五
点
）
が
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
半
数
以
上
に
あ
た
る
史
料
が
歴
代
当
主
に

よ
る
管
理
の
も
と
で
散
逸
を
免
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
平
成
三
一
年
及
び
令
和
二
年
に
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
が
売
立
さ

れ
て
い
た
史
料
六
二
件
（
六
二
点
）
を
購
入
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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（
三
）

（
三
）  「
長
崎
市
中
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
の
研
究
資
源
化
に
向
け

「
長
崎
市
中
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
の
研
究
資
源
化
に
向
け

た
調
査
研
究
」

た
調
査
研
究
」

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
ふ
ま
え
、
こ
こ
か
ら
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の

一
般
共
同
研
究
で
実
施
し
た
研
究
課
題
「
長
崎
市
中
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家

文
書
」
の
研
究
資
源
化
に
向
け
た
調
査
研
究
」
の
成
果
報
告
を
行
う
。

①
概
要

①
概
要

平
成
三
一
年
の
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
に
よ
る
一
部
史
料
の
購
入
以
降
、
近

世
長
崎
に
お
け
る
都
市
研
究
に
資
す
る
史
料
群
と
し
て
本
山
家
文
書
の
重
要
性

が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た19

。

い
っ
ぽ
う
、
当
時
に
お
い
て
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
に
分
散
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
を
本
山
家
に
由
来
す
る
史
料
群
と
し

て
、
包
括
的
に
整
理
�
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
状
況

の
改
善
が
今
後
の
調
査
研
究
の
推
進
を
考
え
る
上
で
対
処
す
べ
き
喫
緊
の
課
題

と
し
て
浮
上
し
た
。

そ
こ
で
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
で
は
、
両
機
関
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
群

の
概
要
把
握
を
進
め
る
と
と
も
に
、
史
料
一
点
ご
と
の
概
要
掲
載
を
含
む
、
詳

細
な
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
、
史
料
群
の
特
性
を
踏
ま
え
た
共

同
研
究
を
実
施
し
て
、
本
山
家
文
書
の
一
層
の
研
究
活
用
を
図
る
べ
く
検
討
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

計
画
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
本
山
家
文
書
の
収
蔵
機
関
で
あ
る
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
判
断
し
、
令
和
元
年
一
二
月
、
本
山
家
文

書
の
調
査
研
究
を
担
当
し
て
い
た
筆
者
を
研
究
代
表
者
と
し
て
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
の
一
般
共
同
研
究
に
応
募
。
幸
い
に
も
採
択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
、
令
和
二
年
四
月
か
ら
研
究
課
題
「
長
崎
市
中
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家

文
書
」
の
研
究
資
源
化
に
向
け
た
調
査
研
究
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

当
初
の
研
究
計
画
と
し
て
は
一
年
目
の
う
ち
に
史
料
調
査
事
業
を
完
結
し
た

上
で
、
二
年
目
に
調
査
研
究
の
成
果
を
、
論
文
や
史
料
紹
介
と
い
っ
た
形
で
取

り
ま
と
め
、
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
の
紀
要
『
長
崎
学
』
に
お
い
て
、
特
集
企

画
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
。

②
研
究
グ
ル
ー
プ
及
び
業
務
分
担

②
研
究
グ
ル
ー
プ
及
び
業
務
分
担

研
究
グ
ル
ー
プ
の
構
成
と
し
て
は
、
研
究
代
表
者
の
ほ
か
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
に
所
属
す
る
二
人
の
共
同
研
究
者
と
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
属

し
な
い
四
人
の
共
同
研
究
員
に
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
た
。
う
ち
二
人
は
長
崎

学
研
究
所
職
員
で
あ
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
研
究
代
表
者
】

　

藤
本
健
太
郎
（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
）
…
目
録
執
筆
�
解
題
執
筆

【
共
同
研
究
者
】

　

松
井
洋
子
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
…
目
録
監
修
�
調
査
研
究

　

荒
木
裕
行
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
…
目
録
監
修

【
共
同
研
究
員
】

　

木
村
直
樹
（
長
崎
大
学
多
文
化
社
会
学
部
）
…
目
録
監
修
�
調
査
研
究

　
　

 

吉
岡
誠
也
（
東
京
大
学
地
震
火
山
史
料
連
携
研
究
機
構
）
…
目
録
執
筆
�

調
査
研
究

　

赤
瀬
浩
（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
）
…
調
査
研
究

　

德
永
宏
（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
）
…
調
査
研
究

（
所
属
は
令
和
二
年
四
月
当
時
。
敬
称
略
）

業
務
分
担
と
し
て
は
目
録
執
筆
、
目
録
監
修
、
調
査
研
究
の
三
項
目
に
大
別
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し
た
。
こ
の
う
ち
目
録
執
筆
は
吉
岡
�
藤
本
が
担
当
し
、
内
容
を
松
井
�
荒
木
�

木
村
が
監
修
す
る
体
制
を
と
っ
た
。
さ
ら
に
、
長
崎
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
松
井
�
木
村
�
吉
岡
�
赤
瀬
�
徳
永
�
藤
本
の
六
人
が
本
山
家
文
書
を
用
い

て
各
自
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
令
和
三
年
度
以
降
、
本
山
家
文
書
の
う
ち
古
写
真
に
関
す
る
目
録
作

成
及
び
解
題
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
谷
昭
佳
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
技
術
専

門
職
員
）
か
ら
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
経
過

③
経
過

○
令
和
二
年
度

と
こ
ろ
が
、
令
和
二
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
と
も
な

い
、
史
料
調
査
事
業
の
開
始
当
初
か
ら
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
出
張
調
査
が
実
施
で

き
な
い
状
況
が
続
い
た
。
そ
の
た
め
、
出
張
を
伴
う
こ
と
な
く
作
業
を
進
め
る

た
め
の
方
策
と
し
て
、
東
京
と
長
崎
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
に
つ
い
て
、
チ
ー
ム
フ
ァ

イ
ル
を
用
い
て
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
目
録
作
成
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。調

査
実
施
に
あ
た
り
、
四
月
に
資
料
調
査
要
領
を
作
成
。
研
究
グ
ル
ー
プ
全

体
で
の
確
認
を
進
め
、
目
録
作
成
の
方
針
を
決
定
し
た
。

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
収
蔵
史
料
に
つ
い
て
は
、
長
崎
県
文
化
振
興
課
及

び
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
よ
る
格
別
の
高
配
を
得
て
、
令
和
二
年
八
月
ま
で

に
画
像
撮
影
及
び
目
録
採
録
を
完
了
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
収
蔵
分
に
つ
い
て
も
、
既
存
の
入
力
デ
ー
タ
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
一
二
月
ま
で
に
寄
託
分
�
購
入
分
と
も
に
概
要
及
び
法
量
を
除

く
各
項
目
の
採
録
を
完
了
し
た
。
ま
た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
購
入
分
に
つ

い
て
は
七
月
三
一
日
、
前
述
の
と
お
り
特
殊
蒐
書
「
長
崎
本
石
灰
町
乙
名
本
山

家
文
書
」
と
し
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
の
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
。

法
量
の
採
寸
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
、
令
和
三
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
、

計
測
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
と
も
な
う
活
動
制
限
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
で
の
史
料
閲
覧
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
令
和
二
年
度
中
の
目
録
完
成
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
令
和
三
年
度
も
研
究
費
の
繰
越
を
申
請
す
る
こ
と

と
し
、
目
録
の
作
成
に
向
け
た
作
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
個
別
研
究
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
研
究
グ
ル
ー
プ
内
で
の
自
主
的
な
勉
強
会
と
し
て
、
九
月
二
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
筆
者
が
「
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家

文
書
」
の
概
要
�
来
歴
」
と
題
し
て
、
途
中
経
過
を
報
告
し
て
い
る
（
参
加
者
：

松
井
�
木
村
�
吉
岡
�
赤
瀬
�
徳
永
�
藤
本
）
。

○
令
和
三
年
度

調
査
二
年
目
に
お
い
て
は
、
八
月
一
八
日
に
本
山
家
文
書
を
活
用
し
た
研
究

成
果
と
し
て
、
赤
瀬
浩
『
長
崎
丸
山
遊
廓
―
江
戸
時
代
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
ー
』 

（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
二
一
年
）
を
得
た
。
本
山
家
文
書
の
う
ち
、
長
崎

市
長
崎
学
研
究
所
購
入
史
料
に
含
ま
れ
る
丸
山
遊
廓
関
係
の
史
料
五
点
を
用
い

て
、
近
世
長
崎
に
お
け
る
遊
廓
社
会
研
究
を
行
っ
た
著
作
で
あ
る
。

下
半
期
以
降
、
県
境
を
跨
い
だ
出
張
調
査
を
実
施
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
こ

と
か
ら
、
一
一
月
一
六
日
に
は
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
の
確
認
及
び
懸
案
と

な
っ
て
い
た
法
量
の
採
寸
を
行
う
た
め
の
手
続
き
や
、
今
後
行
う
予
定
の
出
張

調
査
の
日
程
な
ど
を
協
議
す
る
た
め
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
お
い
て
対
面

形
式
で
の
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
し
た
（
参
加
者
：
松
井
�
木
村
�
赤
瀬
�
藤
本
）
。

そ
の
後
、
一
二
月
に
は
山
本
瑞
穂
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
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科
博
士
後
期
課
程
）
の
協
力
を
得
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
収
蔵
史
料
の
採

寸
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
二
月
二
〇
日
～
二
二
日
（
参
加
者
：
松
井
�
木
村
�
吉
岡
�
谷
�

藤
本
）
、
令
和
四
年
三
月
二
二
日
～
二
四
日
（
参
加
者
：
同
上
）
の
二
度
に
わ
た
っ

て
出
張
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
自
の
調
査
研
究
と
と
も
に
、
並

行
し
て
当
該
年
度
中
に
残
さ
れ
て
い
た
概
要
の
入
力
を
行
う
こ
と
で
「
本
石
灰

町
乙
名
本
山
家
文
書
」資
料
調
査
目
録
の
作
成
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

令
和
三
年
度
を
も
っ
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
一
般
共
同
研
究
と
し
て

の
研
究
課
題
「
長
崎
市
中
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
の
研
究
資
源
化
に

向
け
た
調
査
研
究
」
は
終
了
し
た
。

○
令
和
四
年
度

史
料
調
査
事
業
は
一
応
の
完
結
を
み
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
二
年
間
で
得
ら
れ

た
研
究
成
果
の
公
開
を
目
的
と
し
て
、
令
和
四
年
度
に
お
い
て
は
長
崎
市
長
崎

学
研
究
所
の
紀
要
『
長
崎
学
』
第
七
号
へ
の
特
集
企
画
の
掲
載
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
っ
た
。

一
〇
月
二
七
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
て
打
ち
合
わ
せ
の
場
を
設
け
「
本
石

灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
資
料
調
査
目
録
の
内
容
点
検
や
古
写
真
の
採
録
、
各

人
の
執
筆
内
容
の
報
告
を
行
っ
た
（
参
加
者
：
松
井
�
木
村
�
谷
�
赤
瀬
�
藤
本
）
。

そ
の
後
も
数
度
に
わ
た
り
、
目
録
の
執
筆
担
当
と
監
修
担
当
と
の
間
で
内
容

点
検
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
特
集
企
画
の
原
稿
が
出
来
。
以
上
の
よ
う
な
経
過

を
た
ど
っ
て
、
令
和
五
年
三
月
三
一
日
に
『
長
崎
学
』
第
七
号
が
刊
行
の
運
び

と
な
っ
た
。

　

お
わ
り
に

　

お
わ
り
に

本
山
家
文
書
の
来
歴
を
大
正
九
年
の
福
田
忠
昭
に
よ
る
史
料
調
査
以
降
、
現

在
に
至
る
ま
で
追
跡
し
て
き
た
。

近
世
長
崎
の
乙
名
を
中
心
と
し
た
都
市
運
営
の
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
記

述
が
多
数
確
認
さ
れ
る
本
山
家
文
書
が
伝
来
す
る
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
は
、

本
山
家
の
歴
代
当
主
に
よ
る
長
年
の
保
管
と
継
承
が
行
わ
れ
て
き
た
点
が
大
き

い
。さ

ら
に
、
一
連
の
調
査
研
究
事
業
が
本
格
化
す
る
以
前
の
平
成
一
八
年
の
段

階
に
お
い
て
、
当
時
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
関
係
者
の
尽
力
の
も
と
、
一

部
史
料
の
買
い
戻
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
後
、
令
和
二
年
か
ら
二
ヶ
年
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
研
究
課
題
「
長

崎
市
中
「
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
」
の
研
究
資
源
化
に
向
け
た
調
査
研
究
」

を
中
心
と
し
て
、
本
山
家
文
書
の
研
究
利
用
に
向
け
た
環
境
整
備
を
図
る
こ
と

と
な
っ
た
。
一
連
の
調
査
研
究
が
少
し
で
も
長
崎
学
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
擱
筆
し
た
い
。

（
長
崎
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
講
師
）
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1  
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
「
惣
町
乙
名
組
頭
筆
者
日
行
使
無
役
之
者
分

限
帳
」
（
収
蔵
番
号
：
一
四　

二
七
〇
‐
三
）
。
以
降
、
初
出
を
除
い
て
収

蔵
機
関
及
び
収
蔵
番
号
の
記
載
を
省
略
す
る
。

2  

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
「
本
石
灰
町
船
株
帳
」
（
収
蔵
番
号
：
テ
一
七　

五
二
）
。

3  

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
収
蔵
史
料
に
お
い
て
は
「
長
崎
本
石
灰
町
乙
名
本

山
家
文
書
」
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
史
料
の
う
ち
、
長
崎
県
立
長
崎

図
書
館
時
代
の
寄
贈
受
入
分
の
一
部
に
つ
い
て
は
「
本
山
文
庫
」
な
ど
名

称
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

4  

本
山
家
文
書
に
は
一
つ
の
収
蔵
番
号
に
複
数
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
も

の
が
存
在
し
て
お
り
、
収
蔵
機
関
が
付
し
た
収
蔵
番
号
に
基
づ
く
件
数
と

実
際
の
史
料
点
数
の
数
値
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
に
お
い

て
は
件
数
と
点
数
を
併
記
す
る
形
を
と
っ
た
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て

お
き
た
い
。

5  

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
収
蔵
「
本
石
灰
町
中
検
地
新
水
帳
」
（
収
蔵
番
号
：

長
崎
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
（
寄
託
分
）
二
三
四
）
、
長
崎
歴
史
文

化
博
物
館
収
蔵
「
覚
（
延
享
四
年
卯
一
二
月
）
」
（
収
蔵
番
号
：
テ
一
四　

一
七
一
）
、
「
覚
（
本
石
灰
町
乙
名
宛
人
別
送
り
状
）
」
（
収
蔵
番
号
：
市
学

二
三
五
）
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

6  

例
え
ば
藤
家
文
書
を
用
い
て
長
崎
の
都
市
社
会
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た

著
作
と
し
て
は
、
赤
瀬
浩
『
鎖
国
下
の
長
崎
と
町
人
』
（
長
崎
新
聞
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
、
本
馬
貞
夫
『
貿
易
都
市
長
崎
の
研
究
』（
九
州
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

7  

研
究
代
表
者
は
藤
本
健
太
郎
。
研
究
期
間
は
令
和
二
年
四
月
～
令
和
四
年

三
月
ま
で
の
二
ヶ
年
で
あ
っ
た
。

8  

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
「
編
修
餘
録
（
大
正
九
年
一
月
以
降
）
」
（
収

蔵
番
号
：
テ
一
九　

五
七
）
大
正
九
年
一
月
二
〇
日
条
。

9  

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
収
蔵
「
〔
金
子
才
吉
ニ
付
探
索
〕
」
（
収
蔵
番
号
：
長

崎
本
石
灰
町
乙
名
本
山
家
文
書
（
購
入
分
）
一
九
四
‐
一
二
）
。

10  

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｈ
ｉ
‐
Ｃ
Ａ

Ｔ
）」https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/w01/search

（
令
和
五

年
一
一
月
三
〇
日
閲
覧
）

11  

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
編
『
郷
土
資
料
目
録
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
末
現

在
）
』
一
九
五
四
年
、
四
二
頁
、
四
七
頁
、
八
二
頁
、
八
七
頁
、
九
二
頁
、

九
四
頁
、
一
二
三
頁
及
び
一
八
九
頁
。

12  

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
編
『
郷
土
資
料
目
録
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
末
現

在
）』
一
九
五
四
年
、
九
一
頁
～
九
四
頁
、
一
一
五
頁
、
一
二
三
頁
～
一
二
五

頁
。
例
え
ば
一
二
五
頁
掲
載
の
「
旅
人
改
方
当
分
助
勤
蒙
仰
候
諸
書
留
」
の

項
目
に
は
「
本
石
灰
町
、
天
保
一
一
、
本
山
美
郷
（
美
郷
は
五
代
目
乙
名
�

本
山
重
兵
衛
の
諱
）」
と
の
記
述
が
見
え
、
本
山
家
に
由
来
す
る
史
料
で
あ
る

こ
と
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
が
「
本
山
文
書
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

13  

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
「
回
想
録
」
（
収
蔵
番
号
：
テ
一
九 

六
〇
）

14  「
編
修
餘
録
」
大
正
九
年
一
月
二
一
日
条
。

15  

本
山
家
は
松
浦
家
の
親
類
に
あ
た
る
。

16  「
回
想
録
」
大
正
一
〇
年
四
月
二
五
日
条
。

17  
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
「
本
山
家
古
文
書
目
録
」
（
収
蔵
番
号
：
テ

一
九　

五
八
）
。

18  「
回
想
録
」
大
正
一
〇
年
四
月
二
五
日
条
。

19  「
近
世
長
崎
〝
事
件
帳
〟」『
西
日
本
新
聞
』
令
和
二
年
一
月
四
日
付
朝
刊
記
事
。

注
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長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
「
本
山
家
古
文
書
目
録
」

（
収
蔵
番
号
：
テ
19　

58
）
史
料
翻
刻

【
凡
例
】

�
旧
字
や
異
体
字
は
新
字
体
に
、
変
体
仮
名
に
つ
い
て
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

�
「
ゟ
」
、
「
而
」
、
「
者
」
�
「
茂
」
�
「
与
」
�
「
ヿ
」
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

�
句
点
（
、
）
中
黒
（
�
）
は
筆
者
が
適
宜
付
し
た
。

� 

史
料
中
の
傍
線
及
び
括
弧
書
き
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
筆
者
が

付
し
た
。

� 

枠
外
注
記
や
蔵
書
印
に
関
し
て
は
、
記
載
部
分
を
（
枠
外
注
記
：
「
可
」
）

の
よ
う
に
記
し
た
。

� 

虫
損
等
に
よ
り
判
読
不
明
な
文
字
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
部
分
の
字
数
分

を
□
で
記
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

本
山
家
古
文
書
目
録

一
、
本
石
灰
町
検
地
新
水
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
冊

　
　
　
　

内　

元
禄
八
年
二
月　
　
　
　

島
谷
三
郎
兵
衛　
　
　
　

壱
冊

　
　
　
　
　
　

享
保
三
年
十
月　
　
　
　

乙
名
島
谷
金
兵
衛　
　
　

壱
冊

　
　
　
　
　
　

享
保
五
年
六
月　
　
　
　

乙
名
本
山
重
兵
衛　
　
　

壱
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆　

参
冊

一
、
享
保
十
二
年
九
月
十
八
日
地
割

　
　

本
石
灰
町
濱
崎
築
地
間
坪
改
地
子
銀
帳　

（
美
濃
型
）　
　
　
　
　
　

壱
冊

一
、
明
細
帳
并
貫
銀
方
地
子
割
合
帳
之
写　
　

（
同
）　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　
　
　

安
永
八
年
四
月
写
之　
　

乙
名
本
山
重
野
右
衛
門

一
、
本
石
灰
町
畑
地
名
前
替
帳
控　
　
　
　
　

（
同
）　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　
　
　

文
政
三
年
辰
十
二
月

一
、
日
用
雑
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
横
綴
、
半
）　
　
　
　
　

五
冊

　
　
　
　

宝
暦
十
年
、
天
明
九
年
、
安
政
二
、
四
、
五
年

一
、
自
分
覚
書　

宝
暦
十
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
年
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

一
、
手
覚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
美
の
横
綴
半
）　
　
　
　

壱
冊

　
　
　
　

 

牧
野
大
和
守
様
初
御
在
勤
、
文
化
十
一
年
戌
三
月
新
田
方
用
向
ニ
付

天
草
表
え
罷
越
候
云
々

一
、
日
記
手
控　

嘉
永
五
年
正
月
改　
　
　
　

（
半
紙
型
横
綴
半
）　
　
　

壱
冊

一
、
公
私
書
留　

安
政
七
年
正
月　
　
　
　
　

（
同
）　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

一
、
日
用
記　

萬
延
元
年
申
十
二
月　
　
　
　

み
の
型
よ
こ
と
ぢ
半　
　

壱
冊

一
、
表
勘
定
下
組　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
紙
型　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

一
、
役
料
払　

享
和
三
年
七
月　
　
　
　
　
　

（
美
の
横
綴
全
）　
　
　
　

壱
冊

枠
外
注
記
： 
「
横
綴
半
、全
と
あ
る
者
、横
綴
を
更
に
二
ツ
折
に
し
た
る
を（
半
）

と
し
、
そ
の
侭
を
全
と
し
た
り
」

奉
書
型　

弐

美
濃
型　

壱

（
み
の
半

横　

本

）（
合
）

－ 63 －



一
、
町
方
遣
払
覚
帳　

天
保
七
年
七
月
以
来　
　

（
美
の
横
全
） 

壱
冊

一
、
ケ
所
割
勘
定
控 

四
綴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
七
月　

未
十
二
月　

申
七
月

一
、
御
町
方
遣
用
金
銀
出
入
通
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
久
元
年
八
月　
　
　
　

（
み
の
横
半
） 

壱
冊

一
、
明
和
四
亥
十
二
月
ケ
所
割
引
方
之
覚　
　
　

（
半
紙
横
） 

壱
冊

一
、
本
石
灰
町
貧
家
御
救
米
願
帳　
　
　
　
　
　

（
半
紙
型
） 

拾
八
冊

　
　
　
　

 

安
永
七
、
八
、
天
明
元
、
二
、
四
、
五
、
六
、
九
、
寛
政
元
、
三
、
五
、

　
　
　
　

七
、
八
、
萬
延
二
年
、
以
上

一
、 

宝
暦
七
年
七
月
よ
り
本
石
灰
町
借
家
の
内
極
貧
の
者
共
え
為
取
続
臨
時
貸

銀
請
払
覚
帳　

右
手
代
取
立
覚
帳　
　
　
　

（
美
の
横
半
） 

壱
冊

一
、
本
石
灰
町
極
々
貧
窮
の
者
名
前
帳　
　
　
　

（
半
紙
型
） 

壱
冊

一
、
二
度
目

　
　

御
救
銭
割
渡
帳　

寛
政
七
年
卯
七
月

洪
水
云
々

　
　
　
　
　

（
半
紙
型
） 

壱
冊

一
、
御
扶
持
銀
割
渡
請
取
印
形
帳　
　
　
　
　
　

（
半
紙
型
） 

壱
冊

　
　
　
　

 

肥
田
豊
後
守
様
初
在
勤
之
節
御
手
元
ゟ
被
下
置
候　

寛
政
十
二
年

十
一
月

一
、
出
水
に
付
御
救
銀
割
渡
帳　

辰
六
月　
　
　

（
半
紙
型
） 

壱
冊

一
、
御
口
達
之
趣
并
仲
ケ
間
申
談
之
覚
書
留
帳 
壱
冊

　
　
　
　

宝
暦
十
二
年
十
一
月　
　
　
　
　
　
　

（
半
紙
型
）

一
、
御
書
附
（
内
天
明
八
年
の
分
弐
冊
）　
　
　

（
半
紙
型
弐

同

横

壱

） 

参
冊

一
、
御
書
出
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
半
紙
型
） 

壱
冊

　
　
　
　

天
明
八
年
申
十
一
月
水
野
若
狭
守
様
御
在
勤
之
節
被
仰
付
候

一
、
御
書
付
御
請
印
形
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
美
の
横
） 

壱
冊

一
、
御
書
付
読
聞
請
書
印
形
帳　

子
七
月　
　
　

（
半
紙
型
） 

壱
冊

一
、
願
書
控　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
半
紙
型
） 

壱
冊

一
、
諸
願
并
諸
届
引
替
帳　

文
化
十
二
年
正
月　

（
み
の
型
横
） 

弐
冊

一
、
御
書
出
読
聞
印
形
帳　

天
明
六
年

嘉
永
五
年　
　
　
　
　

（
半
紙

み
の

型
） 

弐
冊

一
、
申
談
書　

文
化
十
年
九
月

同
役
相
談
書
之
写
と
合
本　
　
　
　
　

（
半
紙
型
） 

壱
冊

一
、
船
改
方
役
場
雑
用
并
水
主
賃
銀
請
払
留　
　

 

文
化
十
三
年
二
月

（
み
の
型
横
）

 

壱
冊

一
、
銀
銭
調
達
之
手
証　

寛
政
七
年
六
月　
　
　

（
み
の
横
半
） 

壱
冊

一
、
八
朔
銀
包
数
覚
帳　

天
保
三
年
七
月　
　
　

（
美
濃
横
半
） 

壱
冊

一
、
惣
町
乙
名
組
頭
筆
者
日
行
使
無
役
之
者
分
限
帳　

酉
三
月

半
紙
型 

壱
冊

一
、
波
止
場
立
合
ニ
付
到
来
并
諸
書
留　
　
　
　

天
保
七
年
三
月

（
半
紙
型
横
） 

壱
冊

一
、
市
中
取
締
方
助
勤
蒙
仰
候
節
諸
書
留　
　
　

天
保
九
年
二
月

（
半
紙
型
横
） 

壱
冊

一
、
市
中
取
締
方
本
勤
蒙
仰
候
節
書
留　
　
　
　

天
保
九
年
六
月

（
半
紙
型
横
） 

壱
冊

一
、
旅
人
改
方
当
分
助
勤
蒙
仰
候
節
諸
書
留　
　

天
保
十
一
年
四
月

（
み
の
横
）

 

壱
冊

一
、
在
溜
之
者
手
業
余
銀
納
帳　
　
　
　
　
　
　
　

半
紙
型 

壱
冊

一
、
溜
入
之
者
共
手
業
縄
莚
并
花
蓆
拵
高
御
届
高
帳

　
　
　
　

文
化
十
五
年
正
月　
　
　
　
　
　
　
　

（
み
の
型
横
） 

壱
冊

一
、
町
内
み
さ
於
自
宅
縊
死
致
候
一
件　
　
　
　

（
半
紙
型
） 

壱
冊

一
、
路
木
干
潟
新
開
場
〆
切
見
積
帳　
　
　
　
　

（
半
紙
型
） 

壱
冊

一
、
薩
州
御
宿
町
一
件
書
留　
　
　
　
　
　
　
　

（
み
の
型
） 

壱
冊

　
　
　
　

文
化
四
年
十
月

一
、
ケ
所
竈
諸
書
付
入　

帳
面
四
冊

書
類
三
通

入 

壱
袋

　
　
　
　

安
政
二
年
卯
十
二
月
十
日
出
銀
割
渡
し

一
、
雑
用
類 

壱
袋

一
、
本
山
氏
書
判
、
剣
術
覚
帳　

天
保
五
年
（
参
ツ
入
） 

壱
袋

一
、 
申
三
月
寄
場
方
掛
の
節
肥
後
八
代
久
摩
表
楮
買
入
并
楮
苗
買
入
並
楮
苗
買

入
と
し
て
大
村
迄
罷
越
候
一
件 

壱
袋

　
　
　
　

内
訳　

 

安
政
六
年
書
状
届
覚
帳
金
銭
諸
遣
払
覚
帳
一
、
安
政
七
年
旅

籠
料
請
取
帳
一
、
同
人
馬
船
賃
請
取
帳
一
、
一
金
六
拾
四
両
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云
々
一
、
楮
斤
数
請
取
覚
帳
一
、
仕
切
帳
一
、
楮
買
入
と
し

て
大
村
え
出
役
致
候
諸
雑
用
の
儀
申
云
々
書
付
一
、
白
楮
買

入
諸
勘
定
帳
一
、
以
上
八
冊
入

一
、
遠
国
到
来
書
状　

拾
五
通
入 

壱
袋

一
、
書
状
入　

拾
五
通
入 

壱
袋

一
、
本
石
灰
町
組
頭
入
札　

雑
文
入 

壱
袋

一
、
町
内
諸
書
付
并
形
に
可
相
成
控　

雑
書
付
入 

壱
袋

一
、
町
内
諸
書
付
類

　
　
　
　

乍
憚
口
上
之
覚
一
、
願
書
一
、
八
朔
銀
向
々
請
取
覚
帳
一
、

　
　
　
　

他　

雑
書
付
六
通

一
、
本
山
騰
十
郎
様
書
状
在
中　

半
田
重
三
郎　

拾
通
入　
　
　
　
　
　

壱
袋

一
、 

井
福
口
安
御
役
医
跡
式
相
続
之
儀
に
付
八
幡
町
井
福
□
省
ゟ
本
山
重
兵
衛

相
手
取
可
及
公
訴
旨
ニ
付
居
町
へ
差
出
候
願
書
写 

壱
冊

一
、
井
福
口
安
勤
学
旅
行
御
暇
候
一
件
書
留　

 
（
半
紙
型
） 

壱
冊

一
、
心
得
之
趣
尋
問
書　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
半
紙
型
） 

壱
冊

一
、
医
学
修
行
ニ
付
旅
行
再
御
暇
願
之
案　
　

 

（
半
紙
型
） 

壱
冊

一
、
高
野
平
光
三
郎
一
件 

壱
袋

一
、
文
政
四
巳
年
差
紙
入 

壱
綴

一
、
差
紙
入　

寅
十
二
月 
壱
綴

一
、
小
倉
御
館
入
一
件
書
留　

享
和
三
年　
　

（
美
の
横
全
） 
壱
冊

一
、
柳
川
御
館
入
一
件
書
留　

文
化
十
四
年　

（
み
の
型
横
全
） 

壱
冊

一
、
薩
州
大
賀
方
駈
引
并
姉
様
出
立
諸
事
之
控　

文
化
七
年 

壱
冊

一
、
中
村
道
具
類
控　

明
治
七
年
十
一
月
改　

（
美
の
型
横
全
） 

弐
冊

一
、
献
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
紙
型 

弐
冊

一
、
明
治
七
年
甲
戌
太
陽
暦 

壱
冊

一
、
職
員
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
綴
版
本 

壱
冊

一
、
暦 

壱
巻

一
、
官
員
全
書　

大
蔵
省 

壱
冊

蔵
書
印
（
丸
形
朱
印
）

内
枠
：
上
段
「
昭
和
59
（
朱
印
字
）
」
、
下
段
「
1961
（
黒
印
字
）
」

外
枠
：
「
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
�
購
入
印
�
（
朱
印
字
）
」
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